
j臼汁i子機の分野では新製品の開発と改良に見るべきものが多

かった｡｢†本電仁電訪公社のサービスIJり上指向に対応Lて,

【l_､工;き望作所は1竜一了一交換機を主体とする機音詩の製造能力の強化

と問ヲ芭に力を注いだ｡一人形JJ用としてのDlO形一言E了･交枚機は

fl獅口48年には3システムを納入L,きらに今後2システムの

納入を予定してし､る.｡また中小んJ用としてのDEX-All形電十

交椎機の偶発に際Lては過i三井絡制御装置などを日本電信電話

公社に納入し,拡人する怖純化社会に対応して実施された広

域的分利用機器の設計と製j立および非借災害時の通仁子確保手

段とLて非常用日動交授機の開発を行なった(〉

横付直話交換機の分野で特筆すべきは,電-r式交枚機の第

1サ機を株∫℃公社ヰ亡右(鈍行に納人したことである｡クロスバ

交授機から将来の電子交授機への格行を目ぎした開発の成果

である｡クロスバ‾交枚機では輸出用として可`搬形交換機のモ

デル チェンジを行ない,また北アメリカAutomatic Electric

仕向けの構内交授機を完成し納人,Lた｡新技術分野では,電

満‾交換網を利用する将来の各椎情報サービスの試験を目的と

Lた‾汀声応答装置を日本電イ了言ノi琵話公社に納入した｡また三戸内

定木方式で拭作性にすぐれた200形ファクシミり装置の開発,

i文子毎･内i毎城の海洋王誹尭把(は)捉のための無線式ブイ テレメ

ータの間ヲ邑など多万両で成果をあげた｡

Communications and Electronics

電イ･管関係の技術の変j窒は徐々ではあるが,満り三な歩みを

続けている｡′家庭電子レンジ用マグネトロン,けlゾl瀧蹴イ家筋

｢サチコン+,カラーTVカメラ用のストライプフィルタ付ビ

ジコンならびに`屯卓J‾tjおよび時i汁用のf夜占Jl数ノj二黄ホ素J'一の与こ成

は-一一群の成果である(､ニれJ〕は期せずLて省1己力装置の一一翼

をになっている(世界的規校で注目されているマルチレンズ

技術は,さらに外圧レーーーカーにより托術ヰ人が賀話されたL_)

また,カラーTVill】i軸の大形化,広角度化も弟リミに進んだ｡

半j導体工業は,景気綬j旦より全く二､tち両ニー)､Fl桝lI47fトでは

待望の1蛙界ビッグ スり【人りを果たL二れをささえる技術も

注目されている｡サイリスタでは逆噂過形として2,500V,400

Aを1こ成Lた｡.MOS FETおよび超ド皆i三見形バリキャップ ダイ

オードにそれぞれ性能__とのレベルアップか行なわれた.二,集積

回岸各素十て■は1チ､ソプの電卓用MOS LSIのTEl帥1川各なJフぴ

にプロセス技術上の進歩が著しい｡特に,イオン注入技術が

今や実験弓ミを妄堆れて現場技j肘に組み入れられ､また,シリコ

ンウエハの大口径化は普旭のことになった〔,1富十汁算機用に

は待望のNチャンネル4kメモIjならびに高速ECL諭J理素子の

開発が終わった｡多桁(けた)LED放下表ホ素J′一,r.-Jl体センサ

アレー,リニアICなどは,半ヰ†本応用の新分野である日動車,

時計,′家庭用て正化製品へ不断のアブロⅥチが糾こけノブれている.､.

D川形電子交換機

日本電信電話公社各局に納入

｢一寸上製作巾は,【J那口46年の日本電イ言電話公社名古屋は小路

frJ納入の芽il弓一機にリlき続き,仙台､火京西新宿,名古屋布

地,‾火1;く芝の各月--〕にDlO形程一千交･換機を納入した｡ニのうち

広小路,仙台の山局はすでに開局し,順調に様(か)刺してい

る｡11桝口48fト雌rPにはさらに,札幌南局のほか,心外たろとし

て松山および束方(新柄にDlO形電十交換機を納入する子;立で

ある.〕

DlO形屯イ･交換機はプログラム制御方式,袋桔回路,小形

ill右枯岐の機械弧～J】など妃新の技術を採用しており,高い仁言栢作

と細胞件を持つ一一‾方,全休として著Lい小形化が図られいる｡

/卜後は加入者新サービス,川】祭日即,交枚綱のイ三相度r｢り_1二

などの巾でその特長が生かされ‖本電信電i講公社の箭ゴ‾こ次5

仲川ミ.汁帥‥二より,広く全国に偉人されることが期待される｡

区II 仙台局納めD10形

電子交換機
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府中局向けDEX-All形中小局用電子交換機

人左右輔DlO形1はイー交換機に続き,中小ノーJ川グ)DEX-All形花

イー交換機か日本ノ在†ご`.註i講公社を小心とLて1凋発された｡日_立

製作所はこク)共卜脚F究に参画し,【l獅r147年9J‾1に通話路制御

装置架…,トランク架,中央制御装置を佃り召した通話路系試験

装置などを納入した(図2)｡

DEX-All彬電十交授機は,在を二人呼び量800E･:ア【ラン),

衆人端イ･数16,000の答量を持ち､主とLて巾l勺交枚才芸として

使用される乍苔枯プログラム恥り御方ノ〔の`在イー‾交推輔覧である｡

過言榊各系は基本的には,DlO形とrl小･のオ港J戊であるが,旭川

規模を考樟､した6f貨構成の

ネ･ソトワ【ク,川1入省走査

点の災l‾r]化などにより,経

析化を回り,中央処理系は

ファイルメモリ(磁1いヾうム)

を用いて,･叫計陪の必要

量を人帖に別i域し,さらに

んJ規模にI応じてl山卜行/＼のプ

ログラムの収容を変‾起する

ことによ り,メェい皐削珂で絶

消性をう圭成している｡

図2 中小局電子交換機用通

話路制御装置架
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電子交換機用XS形クロスバスイッチ

ムーJ㌧交拍慌ゾ)ヰこ1付与人こ二川fえてLトニ′二与川三巾は,かメdてかん-〕

′長十交枚機のi血講路とLて仙絹するX S形クロスバスイッチ

の臼祉聾望追を計画LPであったが,日本`屯†i_子電話公社の製造技

術認iEに介桁Lて,Jit産を開始した｡二れによってⅩS形ク

ロスバスイッチの急激な1宗要の増加に対J芯できる体制が確立

し,般細グ)巷凱乍‾～-を実装したDlO形1荘-j二女托機を日本電イ‾i言電話

公純利i‾ri蛙布池上Jに納入Lたのを始めとし,引き続き4たポ内

人する.汁i何になっている｡今[郎量権化されたⅩS形クロスバ

スイ､ソナは,細部について‾蔓-i二踵に適するよう検討が加えられ,

日本ノi■にイ.il=に†講公社の拉新仕様に基づいたものとなっている｡

このスイッチの特徴は機能面では通話路を作るために閉じ

た指ノ.l､〔を機械的に保持させる構造を採用したため,従来のC

形交婚俄に仲川されているスイッチに必安とされた保持電流

が不安となi),かつ大`■‾にカバルス駆動(48V,約50W,6～6.5

ms)による動作のれ速化が可能となっている｡また,外観構

j立は図3にホすとおりプラスチック成形品を大幅に採り入れ

て′ト形軽ら圭化されており,ユニット化きれた接ノこ■三組の組合せ

を食えることによって4機稚のスイ､ソナを組み立てる構造と

なっており,縫析化が回J〕れている｡4機柁のおもな仕様は

表1に示すとおりである｡

表l XS形クロスバスイッチの横種とおもな仕様

水平路致垂直ユニット数

品名こ孟;童≡軍讐交さ川臭穿ツ三三三孟三;■用
途

×SA-1

×SB-†

×SC-1

XSA-2

8＼8

(64)

2M 市内交換用

中継交換用

応罵1士或交躁用

図3 電子交換機用×S形クロスバスイッチ

新電話料金制度に使用される広域時分制用機器

生活圏,経済性】の拡大と公衆網の開放をはじめとする情報

化社会の進展に対処するため,｢公衆電気通信法+が日獅口46年

5月に改正され,日本1五信電話公社は昭和47年11月から昭和

48年8月までに,全国的に広域時分制を実施した｡これは従

来の市内,市外通話の区分を廃止し,加入区域をいくつか集

めて平均的に広士或化Lた単位料金区域の中では最低料金(3分

間7トリ)で過言活できるようにし,この区域外への通話も含めて

すべて臣巨離と時間により通話料金を定める制度である｡

広域時分制を実施するためには,全国電話網の約4,900局,

2,300万端丁の自動電話交換機を3分ごとに登算できるよう改

造し,3分捕時間パルス供給装置,位相迷択形課金リンクな

どの必要な装置を付加1し,システム改造する必要があった｡

改造の対象となる交換機種はA形,H形,Cl,C2,C3,C

4.5,C400･460,C410,PC,タイマ顆など仝機椎に及び

必要な新装置約200種,改造を要する装置は約400種となる｡

ニれらについては全回導入に先だち,現場実験,システム言式

験,先行実施などにより技術的確認を行ない万全を期した｡

日立製作所は本機器類の検討,設計,一製造に参加し,主と

して,C2,C400形関係の設計を担当し,H形,Cl,C93関

係を除くすべての機器の検討に協プJし,本システム改造に必

要な装置類を受注し,製造,納入した｡広域時分制への切市

えは昭和48年8月26日の沖縄県を克を稜にすべて順調に完了し

た｡

防災計画の一環として実用化された

非常用自動交換機

日本電信電話公社では,ロサンゼルス地謡三を契機に,非常

災害時の通信確保の一手段として非常朋移動電話局システム

を開発した｡本システムは非常用自動交換機,手動台,搬送

無線装置,電源装置などから構成され,災害地に移動電話局を

設けるのに便利なよう,すべて可搬形となっている(図4)｡

このうち日立製作所は,非常用自動交換機を実用化して昭

和48年10月に日本電信電話公社に納入した｡

この非常用自動交換機のおもな特長は次のとおりである｡

(1)交枚機収容箱に海上コンテナ形を採用し,輸送の汎用化

と合王苧イヒを図った｡

(2)交換機へのケーブルつなぎ込みは､一度に多数の接続が

できる110心コネクタ付ケ【ブルによる接続方式とし,工事の

簡易化,迅速化を図った｡

(3)交枚機の試験,監視機能を集中化して交検機の保守,逆

用の容易化を図った｡

脚･-

⊥〆

r欝

ヤ叫勺---†～--ヤ～-一代---､-ヽ

′漁ミ糾額邦琴韓梵.

図4 トレーラに搭載した非常用自動交換機
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公衆網の発着信制御を行なう

データ通信用綱制御装置

｢公衆電気通信法+の改正により,公衆網を利用してデータ

通信が行なえるようになったが,この場合データ通信設備(コ

ンピュータなど)についても局‾交換設備の起動と復旧,選択信

号の送出,応答の確認などの網発着信制御機能が必要となる｡

日本電信電話公社と日立製作所は,コンピュータ センター用

として前記機能を果たすためCA20形網制御装置を開発した

(図5)｡

本装置は20回線分の制御に必要な主要部を半導体集積回路,

′ト形リレーなどが搭(とう)載可能な大形電子回路パッケージ

に収め,CCITT(国際電信電話諮問委員会)Ⅴ-24,Ⅴ一25

勧告に準拠したインタフェースと制御手順を採用することに

よってコンピュータなどとの分界点を明確にしている｡経済

性,信頼性,保守性,大きさ

などの点でバランスのとれた

設計がなされており,今後,

日本電信電話公社直営の網

制御装置として使用される｡

第1号機は日本電信電話

公社のデータ通信展示シス

テムへ納入し,好評を博し

ている(図5)｡

図5 データ通信用CA20形

網制御装置

C23S形輸出用小容量クロスバ交換機

この交換機は,穀大600回線の電言論加入者を収容可能な■rい勺

クロスバ交換機一式を局舎を兼ねた収容箱に収め,トレーラ

で運搬可能としたもので,主電源,信一号電源,‾ 照明など電話

局に必要な機器をすべて収納している(図6)｡

収容箱は,輸送中はいわゆるコンテナとして使用され,現

地据付後は局舎として使用できるよう設計さjlている｡すな

わち,輸送中はすべての機器を収納したままフラットベッド

式トレーラ,またはけん引車とドーりによる輸送ができ,ま

たそのまま船舶により海上輸送ができる構造になっている｡

現地では,けん引率,ドーリなどは取りはずして,コンクリ

ート基礎台に設置し,設置場所に合った適当な空調設備を取

り付けて局舎として使用される｡

収容箱内の交換装置架はすべて可動架として常時壁面に寄

せて並べ,電i原および交換装置の保守スペースを十分とって

いる｡

交換装置は共通制御式のクロスバ交換機で,外国の著名な

交換機の大部分と満足な相互接続ができるよう設計されてい

る｡

この交換機は,小容量のため無駐在局としても使用できる

ので障害を自動的に保守局に送り表示し,保守局で保守を行

なうための装置,保守局より遠隔操作により加入者線路の試

験および交換装置の試験を行なうための装置ならびに■交換装

置の障害情況の自動記録装置の設備が可能である｡

収容箱内のすべての機器間の配線はすべてコニ場内にて行な

い,動作および機能試験を行なった後に出荷される｡したが
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って,現地では電力の引込み,アース工事,蓄電池の初充電,

加入者線や中継線の引込み,空調設備の取付けなどを行なう

だけで開局できる｡

すなわち,局舎建築の必要もなく,現地での設置作業が簡

単で工事期間が短いので,緊急な電話需要の救済にきわめて

有効な交換機である｡

またこの交換機は再びフラットベッド式のトレーラ,また

はけん引車とドーリで他の場所に輸送できる｡したがって,

トラヒッタ予測の困難な地域あるいは当初の需要は少なくて

も将来の需要が多く見込まれる所に本交換機を一時的に設置

し,その日的を果たした後,他所にj転用することにより経済

的な投資を行なうことが可能である｡装置の設計はこの転用

を容易にするため,中継線装置など相互接続に関する装置は

すでに設置されている交換機のいずれとも相互動作を行なう

ことができるよう考慮が払われている｡

本自動交換装置の機能の概要は表2に示すとおI)である｡

表2 C23S形自動交換装置機能概要

項 目 機 能

局 階 位i端 局

加入者端子容量■最大600回線

トラヒッタ容量 3HCS/加入者

相 手局 方式 クロスバ,ステップバイ ステップ

保 守 運 用 無 覧主 在

際
外
蕃
内
信

国
市
特
市
着

画計号番

課 金 方 式

≠00”＋15数字

"0”または"9”十8数字

】×Yまナこは9>(Y

4-7数字

3～6数字

市外:集中課金方式または分散課金方式による複数登貴

市内:単登算

;市外幹繰

出ルート:霊宝書芸雪雲雪雲冨讐ゝによ｡各離乳併合設定可能,
市内,市外トレーンと併合可能

局間信号方式…≡三三誓言主1冒｡F諾･｡E&M
_ ___ _ ____⊥_.__________

加入者収容条件!蒜孟芸蒜壬;?器ム(冨宕主畏Lボタン
収容加入者種別

単独,共同, 代表,公衆

特殊機能!芸喜芸警霊送■

2ユニットマルチ

く__一汁rア千野

叫Irぢ鍵

ヂ
.

が
′㍗㌣ダ野

図6 出荷されるC23S形交換機
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小形クロスバスイッチを用いた

電子式構内交換機(布線論理方式)

EX2形一志‾r式交換機は中谷呈の構内電話交換機として,

100～1,400回線の範囲をカバーする空間分割,布線論理によ

る4段接続の仝共通制御の電子式交換機である｡日立製作所

では,構内電話‾交換機においても,現在のクロスバ交換機か

らこ杵来,電十交枚機へ移行する社会の趨(すう)勢に対処する

ため電子式構内交換機の開発を進めてきたが,昭和48年10月,

節1号機を株式会社東京銀行に納入した｡EX2形の回線容

量は,内線あたり7.2HC S(高呼量)の場公､は,900回線まで,

4.3HCS(低呼量)の場合は,1,400回線までとなる｡EX2

形は,キャビネットタイプの二重ゲート構造で,壁面設置形

となっている｡キャビネットの寸法は,幅1,260m恥 高さ1,950

mm,奥行620mmで,1キャビネット内には高呼量の場合･は,230

凹線まで,低呼量の場合は360回線まで収容でき,最大4キャ

ビネットの設置で済む｡通話路部分には日本電信電話公社の

D形電ナ交換機部品である小形クロスバスイッチおよぴ′ト形

りレ∽を用い,制御部分には､TTL,DTLなどの半導体

一艇手剰那各を用いて,装置の小形化を実現したので,所要J末面
相は従来の架タイプに比べ,%～%にi成少することができた｡

構成機器は通話路スイッチ,トランク,レジスタおよび処

理装置などのユニットごとに,モジュールやパッケージとし

てプラグイン化しているので,初期設置,増設および機能追

加などの工事をきわめて短期間に,しかも経済的に行なえる

とともに,保守点検が容易となっている｡表3は主要な付帯

機能を､図7は局線中継台およぴキャビネットを示すもので

ある｡

表3 EX2形の主要付帯機能

項 目 機 告巨

ラインロックアウト

20PPSダイヤル

ナン/(グルーフ

着信不在転送

内線1t表書号

コール/ヾック･トランスファ

夜 間 転i羞

可変コードダイヤル

長岸巨離内線

丁‾

l

地域別市外制御

私設綬･専用線

不正市外呼び規制

料 金項己 分

キャンプオン

テ ナ ン ト

シリーズコール

押Lボタンダイヤル

図7 EX2形の局線中継台およびキャビネット

日本電信電話公社にJ4000形音声応答装置を納入

日立製作所では,昭和48年5月,日本電信電話公社新霞ヶ関

電話局に,J4000形音声応答装置を納入した(図8)｡これは

日本電信電話公社が,将来電話`交換網を利用する新サービス

として,音声応答装置を用いた各種情報サービスの自動化を

行なうため,DT-24形通信制御装置とともに展示試験システ

ムの中央装置に接続され,電話交換網を利用した各種情報サー

ビスの試験に使用される｡

音声応答装置とは,コンピュータの処理した結果を,人間

に最も親しみのある音声で出力するもので,この装置を既設

の電話‾交換網と接続することにより,全国どこの電話機(押し

ボタンダイヤル電話機)からでもコンビゝ-タと直接対話でき

るようになる｡要求する内容は音声応答装置からの音声によ

る指示に従って入力し,中央のコンピュータで処理された要

求内容の回答は音声で返されてくる｡このように音声応答装

置を用いた全自動システムは,情報化時代の到来に伴ってま

すます必要不可欠のものとなる｡

音声応答装置ぁおもな性能は次のとおりである｡

同時処理回線数:6/32回線

応答の基本方式:アナログ録音編集方式

収容語い数:約150語い(1語いはl秒長)

制御の方式:時分割多重PAM方式

中央装置との結合:DT-24形音声応答バッファ装置を介して

結合

図8は日本電信電話公社新霞ヶ関電話局で様(か)動中の音

声応答装置を,図9はそのシステム構成を示すものである｡

タげ

図8 日本電信電話公社新霞ヶ関電話局納め音声応答装置

交換機

芸
押しボタン

電 話 機

トランク

ARB CCU

MF 音声応答

‡芸ご
音声ドラム

音声応答美音(ARU)

図9 音声応答装置のシステム構成

■■-一回最期和装l■-

UC
P
中
央
処
理
装
置
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輸出用クロスバ構内自動交換横

この‾交換機は,特に輸出向けの仕様に従って設計されたも

ので,100回線から,600回線までをカバーする共通制御式ク

ロスバ交換機である(図10)｡

この機種は,これまでのAX2Sに比べ,高呼量の顧客に

も対処できるよう考膚されており,外部とのインターフェー

スについても,各種の形式に適用できるようになっている｡

機能は,用途により事務所用,ホテル用とおのおのバッケ丁

ジ化されており,しかも大幅なプラグイン方式の導入により,

工事は非常に簡易化されている｡

代表的な機能としては,局線の発着信呼を他の内線に転送

するコールバックトランスフ7,中継台から話中内線に接続

する場合の自動待合せキャンプオン,事務所用として特に要

求の高いプ､ソシュボタン電

話機の付加,外部から直接

ダイヤルにて内線に接続を

行なうダイヤルインなどが

ある｡

ホテル用特殊機能として

は,客が不在中に到来した

メッセージを客室に表示す

る機能,発呼した客室の室

番号を中継台などに表示す

る機能などがある｡

図10 輸出用クロスバ構内交換機

200形ファクシミリ装置

本装置は電話回線を使用して,B5版,A4版の書類を遠

隔地へ3～5分で鮮明な記録画として電送できる送′受分維形

事務用ファクシミリである｡官公庁,企業,銀行,商社など

の通達,指令,伝票類の電送に用し-られる(図11)｡

おもな特長は下記グ)とおりである｡

(1)送信機はオブチカルファイバー,′受信機はプリント多針

電魅を用いた平面走査方式で操作性がよく,コンパクトな卓

_土形である｡
(2)高安完の水晶発振器を原発振とした独立同期電i原の内蔵

により商用電源周波数帯域に関係なく広範囲に使用できる｡

(3)′受信機は電源を入れておけば送信機からの信号により起

動から停止,記録紙の切断まで自動的に行なわれ,省力化に

役だつ｡

(4)位相同期は自動追尾式を採用し,電気的に原稿1校ごと

に位相整合を行なうので位相ずれを生じない｡

(5)回路はおもにICを用いて半導体化し,リレーやクラッ

チなどの可動部分を極力少なくして信頼度の向上を図った｡

図tl ファクシ

ミリ(左)送信機

(右)受信機
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衛星搭載用ミリ波中継器受信部

日立製作所は,衛星搭(とう)載用ミリ?皮中継器√受信部のエ

ンジニアリングモデルを郵政省電波研究所の指導により,昭

和48年3月完成納入した(図12)｡

海外では昭和47年11月カナダが世界最初の国内通信衛星シ

ステムを完成し実用化にはいったが,アメリカをはじめ各国

でその計画が本格化しつつある｡わが国でも将来の通信の多

様化,需要の拡大に伴いミリ波帯衛星通信の導入が検討され

ているが,本装置はその計画の一つである実験用静止通信衛

星(ECS)計画の一環として試作されたものである｡本装置

開発の成果は,今後郵政省電波研究所よI)宇宙開発事業団(N

AS DA)に引き継がれ本格的なミリ波通信実験衛星として開

発が進められ,昭和52年に打ち上げの予定である｡

本中継器受信部は,衛星搭載中継器(トランスボンダ)の受

信入力部に使用され,高感度が要求される｡そのため,本装

置には中間周?皮増幅部にマイクロ波低雑音トランジスタとし

て新しく開発したガリウムひ素電界効果形トランジスタ(GaAs

FET)を使用している｡

本装置のプロ､ソクダイアグラムを図t3に,主要諸ナ己は二大に

示すとおりである｡

諸元

(1)′受信周波数:34.7GHz

(2)局発周波数:30.75GHz

(3)中間周波数:3.95GHz

(4)雑音指数:12dB以下

(5)消費電力:4.5W以下

(6)重 量:2.5kg以下

本装置は衛星搭載を想定して設計製作されており, 低雉音,

低消費電力,′ト形軽量なもので,前述のとおり宇宙開発事業

団(NAS DA)が今後開発を進めるEC Sを対象として,衛

星搭載ミリ波中継器の各種検討に使用の予定のものである｡

匡I12 ミリ波中継暑旨受信部本体

周波数変換部 局発部

受信入力

34,7GHz 30.75
GHz

前置中間周波増幅部

副

図13 ミリ波中継器受信部ブロックダイアクうム

間周波出力

3.95GHz
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スーパー ブラックマトリックス形

カラーブラウン管

昭和47年に110度ブラックマトリックス形カラーブラウン管

シリーズの開発に成功した｡この開発は,日立独自のマルチ

レンズの導入によるものであるが,今回,この理論的に完全

補正が可能であるマルチレンズの特長を生かし,明るきを従

来のものに比べ36%向上させたスーパー ブラックマトリック

ス形カラーブラウン管の開発に成功した｡これはマトリック

スホール透過率を理論上のほぼ限界に近い低まで上げること

により成功したものである｡カラーブラウン管の明るさを向

上することは,明るい室内においても画質の良い画面を得る

ことができ,大きなメリットとなる｡マトリックスホール透過

率をこのように上げても色むらは従来管に比べ同等以上に良

いレベルであり,またコントラストも同等である｡このスー

パー ブラックマトリックス形カラーブラウン管は,16形から

22形までのシリーズとして完成され,現在順次量産に移行中

であり,今後のカラーブラウン管の主力製品となる(図川)｡

区l川 左から16,18,20,22形スーパーブラックマトリックス形

カラーブラウン管

電子レンジ用

小形軽量マグネトロンシリーズの量産化

家庭用電子レンジの′ト形,軽量化の傾向に合わせて,新し

いマグネトロンのシリーズ2M141(レンジ出力400W),2M

161(レンジ出力600W)の開発を行ない,量産を開始した(図15)｡

Srフェライト磁石を上下分割配置した内磁形j滋気回路,高冷

却能率低静圧ラジュータ,小形貫通コンデンサ付フィルタな

どの採用により従来の日立製作所マグネトロン(2M72,2M

71)に比べ重量,体積とも約30%の縮減に成功した｡小形軽量

化に伴い材料費の縮減が可能となったこと,2M141と2M161

は基本設計が同一で磁石のみの変更で済むような標準化方式

を採用した｡一方,マグネトロンとしての基本特性,安全性

および信頼性の面では従来の高し､水準をそのまま維持してし､

る｡

2M141, 2M161の主要特性は二大のとおりである｡

2M141

陽極電圧: 4kV

陽極平均電流:300mA

整合出力: 830W

発振周波数: 2,450MHz

図t5 電子レン

ジ用マグネトロ

ン左から2M161

(新開発),2M71

(従来品種)

2M161

3kV

300mA

575W

2,450MHz

新しい高性能撮像管｢サチコン+

日本放送協会総合技術研究所と日立製作所との共同研究に

より非晶質半導体のヘテロ接合を大面積ホトダイオードとし

て利用した放送用高性能撮像管が開発された｡

従来,非晶質半導体は整流件の接合を形成することが困難

であるとされていたが,Se-As-Te系カルコゲン ガラスがn

形酸化物であるネサ膜との間に,すぐれた整流性接触を形成

することが見いだされ,これを利用した輯像管ターゲットの

開発に成功したものである｡すなわち,｢サチコン+とはカル

コゲン か､ラス成分の頭文字を連ねてつけられた名称である｡

｢サチコン+のおも-な特長は下記のとおりである｡

(1)逆バイアスされた接合を用いており,暗電卓充が低い｡

(2)低残像であり,放送用ライブ カメラに使用できる｡

(3)ターゲット材料の成分を制御することによって分光感度

を動かすことができ,バランスのよい色再現が可能である｡

(4)ターゲットに非晶質材料を用いているため,小形でも十

分な解像力があり,カラーカメラの小形軽量化が期待される｡

上記のような性能を実現するため,｢サチコン+においては

カルコゲン ガラスの各成分が膜厚方向に特殊な分布を持つよ

うな構造が採用されている｡したがって,そのための精密プ

ログラム制御による蒸着技術,信頼性向上のためのカルコゲ

ン か'ラス結晶化抑制技術,最適特性を得るための非晶質半導

体材料技術が新しく開発され,この製品をささえる基盤技術

となっている｡図16は｢サチコン+の外観を,表4は管球の主

要特性を示すものである｡

｢サチコン+は,フレアやシューデイングが少なく,低残像,

高解像度のため,色分解用ストライプ フィルタを内蔵させ,

単管カラーカメラに用いることができるので,放送用のみな

らず,工業用,一般用としても有望である｡

表4 ｢サチコン+(2/3インチ形)の特性

項 目

暗 電 三先

感 度

ガ ン マ

解像度

残 像

軌

特 性

0,5nA

D.1了/JAハOlx

O.95

了50TV本1よ上

4%(信号電流200nA)
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カラーテレビカメラ用

ストライプフィルタ付ビジコン

幅20～60/ノの色分解ストライプ フィルタを内蔵するカラ【テ

レビカメラ用ビジコンを開発した｡

2管式カラーカメラ用としては%インチタイプ(管径18mm,

全長10‾3m)で静電集束電磁偏向方式の電子銃を用い,周波数

分離方式のH-8361,単管式カラーカ′ラ用としては,1イン

チタイプ(管径26mm,全長159mⅡl)で複合集束電磁偏向方式の電

子銃を用いた周波数分離方式のH-8374がある｡

色分解ストライプ フィルタ内蔵ビジコンを使用することに

より撮像管数の減少,光学系の小形化および省略が可能とな

り,従来の3管式あるいは4管式カラーテレビカメラに比べ

て,はるかに′ト形,軽量,廉価なカラーテレビカメラの実現

が可能となり,CCTV,CATV,VTR,教育､監視,

娯楽分野へのカラーテレビカメラ普及の決め手となるもので

ある(図17)｡

区117 カラー

テレビカメラ

用ビジコン

(左から,H-

8374,H-8361

H-8929,2管武

力ラーテレビ

カメラ輝度

(緑)チャンネ

ル用)

苧
Ilいドl三

液晶を用いた電子式卓上計算機用数字表示素子

最近,電池駆動の電子式卓上計算機(以下,電卓と略す)が

開発され,小形化が進むに従って構成素子の低電力化が望ま

れてきた｡そのために,駆動回路にはC-MOSなどを使用し,

一方,表示素子には消費電力の′J､さい液晶の応用が注目され

てきた｡

液晶の表示動作には数桂のモードがあり,第一世代の液晶

応用とLて,電圧を印加すると光を散乱して白濁する動的散

乱モードの素子が-一一般に研究,開発されてきた｡

ラ夜品数字表示素子H【2057は動的散乱モードで動作L,電卓

用に開発したものである｡また,本素子は1文字が7セグメ

ント1′ト数点から成り,ダイナミ ック駆動用に9けたを3分

割して内部結線した素子である(図18)｡このため,従来のス

タティ ック駆動用の素子では9けたのとき外部接続端子数が

73本であるのに対し,H-2057では27本に減少し,駆動用LSI

との適合性の点で有利である｡

上記のように,本素子の開発においてダイナミック駆動を

採用するため,新駆動方式を開発した｡このための問題点は

ぎ夜晶が電気的に双方向性であるため内部結線形の素子ではク

ロストークが発生してコントラストが低.くなることおよび液

晶に直i充を印加すると劣化するため,交i充駆動にすることで

あった｡そこで,クロストーク電圧を平均化することに着目

し,液晶駆動電圧のケ≦に平均化してすべての非点灯セグメン

トに加わる電圧を等しく し,かつ液晶のしきい値電圧より低

く して高コントラストを得ることに成功した｡また,駆動波

形を工夫して本方式を-交ラ充駆動形にし,上記の問題点を解決
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した交流駆動電圧平均化法を開発した(表5)｡

本液晶素子およぴこれの駆動方式の組fiせは,特に低電力

化を目ぎす小形掌上形電卓の表示素子として,液晶を実用化

するうえで大きな進展をもたらしたものである｡

表5 )夜品数字表示素子トト2057の動作例

け た 数

各区 動 方 式

駆 動 電 圧

フ レーム周 さ度数

i夜晶のしきい値電圧

コ ン ト ラ ス ト

立上り

応 答
立下り

消 費 電 力

動 作 温 度 範 囲

9 け た

電圧平均化)主による3けた時分割

18V

50Hz

8V

30対1

50ms

50nlS

平均ImW

O一-400c

心萱…ミご州…⊇喜jj帥ij量Ii弓阜'iji室弓亨i≠∃i∃…､考､鼻.ヤニ之
3 4 蓬 6 7 轟

区】18 三夜品数字表

示素子H-2057

2,500V 400A逆導通サイリスタの開発

インバータやチョッパの回路では､サイリスタとダイオー

ドを逆並列につないで使用する場合が多い｡そこでこれらを

-一体化したものが逆導通サイリスタである｡サイリスタ
ダイ

オード対を逆導通サイリスタで置き換えれば,素子数を半減

することができる｡

日立製作所では,昭和45年に世界に先がけて逆導通サイリ

スタCHO4V(1,200V 400A)を開発し,帝都高速度交通営団

その他に電車チョ､ソパ用として納入して好評を得た｡

その後,チョッパ装置の信頼性向上,′ト形軽量化を図るた

め,いっそうの高耐圧化が要望されていたが,ニれにこたえ

て2,500V 400Aターンオフタイム30〟Sの逆導通サイリスタ

CFOlVが完成した(図柑)｡この素子は,750Vの電源電圧に

対しては直列数1個,

1,500Vの電源では直列

数2個として使用でき,

今後電車チョッパ用の

標準的な素子となるも

のと思わ7tる｡

図19 逆導通サイリスタ

CFOlV

ヽ

わン
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シリコントランジスタおよびダイオードの開発

(り 3SK51

シリコンNチャネル デブレ ッショ ン タイプのダブル ゲー

トMOS FETであり,ゲート長を短くすることによりPG,

NF特性が改良されている｡さらに保護ダイオードの二最適設

計により静電破壊強度が大幅に改良されている｡外形は図20

に示すTO】72を採用している｡主要特性はPG:17dB以上,

NF:3.5dB以下である｡

(2)1S2685,1S2692

1S2685は,超ド皆段形可変容量ダイオードであり,エビタキ

シャル屑および拡散層の幸三過設i汁を行なうことにより,性能

指数および容量変化ヰミを汁■占めてある｡外形は図21に示すとお

りである｡主要特件は,性能指数Q(Ⅴ〟=-3V,′=100MHz),

150以上,谷こ量変化率れ3iC(才(t㌔=】3V)/C(ゴ(lん=【25V)‡,

4.0-5.0である｡

1S2692は,容量および高周波順方向直列抵抗を拉小に押え

る設.汁となっている｡外形は1S2685と同じであるl⊃ 上要特

作は,ダイオード容量､C(∫(V〝=-6V,′=1MHz),1.2pF

以下,縞周波順方l‾rり直列抵抗月′(〝=2mA,′=100MHz),1.2

n以下である｡

瞥
′蔽

図20 ダブルゲートMOS,

FET 3SK51

図21超階段形可変容量ダイオ

ード1S2685,lS2692

多けた数字表示素子(+ED)の開発

より美しい数字列,より容易な実装法を目ぎして,多けた

数字表示素′子HE1541,HE1551,HE1561を開発した｡

この数字表示素子はモノリンツクペレットを用いており,字

形も整って非常にきれいである｡また1素子のけた数は4～

6であるが,これを通常のICと同じ方法でプリント基板に

横に並べて付けることにより,数字ピッチのそろった6けた

以上の多けた数字表示素子を容易に作れる(図22)｡

おもな特長として,この素子は半導体発光素子でICとの

結合が容易であり,寿命が長く,全国体化されているために

機械的振動,衝撃に強く,高い信頼性を有する｡さらに小形,

軽量である｡これらの長所を生かして携一節用小形う宣子式中上

計算機をはじめ多くの応用が考えられている｡

図22 多けた数字表示

素子上から

HEほ4=4けた)

HE1551(5けた)

HE156=6けた)

8けた1メモリ電子式卓上計算機用
完全1チップLSIHD3609

E/D MO S LSIは,シリコンゲート技術にイオン打込

み技術を併用して,高速化,低消費電力化,さらに高集積化

をj童成したものである｡たとえばHD3609はクロック発生器,

オートクリア回路を内蔵し,消費電力は標準30mW程度のデイ

ジトロンをL SIから直接駆動できる完全1チップ8けた1

メモリ電十式卓上計算機(以下,電卓と略す)用L SIである

(図23)｡

これはパーソナル電卓の急速な∵瞥及に伴い電i也動作のため

の帆う宅圧,低消費電力化,ハンディ化のための′ト形化およぴ

コスト低i成のための使用部品点数削i成などの要求にこたえる

ものである｡

麓妄

と㌢パ

図23 8けたlメモリ

電卓用完全lチップ

LSIHD3609

高速論理用ECL-1C

HD10000シリーズの開発

HDlOOOOシリーズは,電子計算機をはじめ,各椎の情報処

王里装置の高速化,高性能化を実現するために日立製作所で開

発したエミッタ結合論至里(ECL)のICシリーズであり,以下

の三拝長をもっている｡(図2ヰ)｡

(1)高速:伝搬遅延時間2ns/ゲート,最高動作周波数125MHz

(2)低消費電力:消費電力25mW/ゲート

(3)布線設計が容易:立上り,立下r)時間が3nsであり,ク

ロストーク雑音の影響が少ない｡

(4)標準品:基本OR/NORゲートからMSI,メモリに至る

広範囲の論理機能を有し,モトローラ社などのECL-ICフ

ァ ミリ と互換性をもつ｡

これらの特徴と高信頼性を得るために,設計,製造プロセ

スを標準化するとともに,浅い拡散,微細パターン,高信頼

度多層配線,耐熱性メタライゼーションなどの高速IC用の

最先端技術を本格的にj采用している｡また,ガラス封止形の

デュアル インライン パッケージ(DILG)に封入することに

よって,低コストで高信頼度を実現している｡一部製品につ

いては,すでに日本電信電話公社

､′警‾嘗

琵:ニ

▼▼丁巧′乾ミ
′

′止=
′

川∴溜 一
暮
■

認定が得られておr),11品種が量

産化されている｡昭和49年1月～

6月にかけて,さらに23品フ陸が製

品化される予定である｡

匡124 HD10000シリーズ量産品種

(ただし,昭和48年10月現在)
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リニアICの開発

民生機器用リニアICの開発および品種系列の充実を行な

ったなかで代表的なものについて述べる(図25)｡
(1)カーステレオ用パワーIC(HA1322)

独自の回路構成により,定格出力5.5W,最大出力8Wが得

られ,電圧利得55dB,ハム除去率50dB,電源スイッチオン時

のショック普が出ないなどの特長がある｡

このため,低雑音IC HA1406(入力換算雑音0.9〃Ⅴ,月g

=2.4kQ)と組み合わせることにより,オールモノリシック
ICのカーステレオができる｡

(2)タロマ回路用IC(HAl153)

タロマ回路用ICは,帯域増幅,色同期および色復調の機

能を有し,従来3個のICで構成していたものを回路設計の

合理化を図り,1チップ化したものである｡

図25 民生機器用リニアIC

(上)低雑書IC HA1406

(中)5.5Wカーステレオ用パワー

1C HA1322

(下)タロマ回路用IC HAl】53

MOSメモリの開発

近年,MOSメモリは従来のコアメモリに代わり,大形計

算機から制御用の小形計算機にわたる各種の分野で主メモリ

として使用されつつある｡これはMOSメモリがその高集積

度性からチップ内記憶容量の大容量化が可能であり,動作速

度もコアに比べて速く,主メモリとしての要求を満足でき,

しかもバッチ処理の利点からコストを下げうるからである｡

このような利点をより有効に生かすため,プロセスとしてSi

ゲート方式を用いた｡PチャネルMOSメモリHM3503系列

は1,024ビットのメモリでインテル1103系列相当品であり,現

在最も市場性が高くすでに量産を行なっている｡またSiゲー

トプロセスを基盤にしたNチャネルMO Sメモリは,高速化

と経済性を目ざし,今

後一最も有望視されてお

り,現在4,096ピットを

集積したメモリ素子を

開発試作中である

(図26)｡

図26 4,096ビットNチャ

ネルSiゲ･+トMOSメモリ
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低雑音形一次元光センサ アレー

MOS形固体撮像装置の欠点であるスパイク雑音除去のた

め図27に示した2走査回路による隣接ビット聞方式を考案し,

一次元光センサ アレーを試作した｡この方式は隣接した光電

変換素子から同一時刻に信号(雑書も含まれる)および雑音の

二つの出力を得るもので,これら出力の差動をとれば,雑音

は除去されることになる｡

この方式により,従来20dB程度が一般的であったS/N比(信

号対雑音比)を30dBまで向上させることに成功した｡アレーの

絵素数は512ビット,走査速度は10kHz～3MHz/ビットであ

り,図28は,本アレーを用いたj最像例を示すものである｡

走査回路1

スイッチ.
MOS

示トタイオ=エ+

走査回路2

図27 2走査回路方式

ビデオ1

ビデオ2

図28
一次元光センサによる撮像例

ハイブリッドICの開発

厚膜技術によって開発したハイブリッドICのなかで,代

表的なものについて述べる(図29)｡

(1)電子式卓上計算機(以下,電卓と略す)用ハイブリッドIC

(FDlO18)

プリンタ付電卓のプリンタ駆動回路を10個内蔵したICで

ある｡ダーリントントランジスタを使用しているので,MO

S LSIによって直接,駆動することができる｡

(2)オートバイ用電圧調整器(FA8025)

オートバイ用発電1幾の電圧調整器で,発電機の界磁電流を

断続して,発電電圧を14.5Vに調整する｡

(3)タコメータ用電子回路(FPlOOl)

自動車のエンジン回転数に応じた電流を計器にラ充す回路で,

温度や電圧の変動によって指示申ゞ狂わないよう日立独自の回

路を採用している｡

図29 電卓および電装

用ハイプりッドK),左か

ウ,電卓用ハイブリッ

ドIC,FD10柑,オート

ノヾイ用電圧調整器およ

ぴそのハイブリッド

IC,FA8025とタコメー

タおよぴその電子回路

FP1001




